
誓約に違反した場合は、氏名（外国人の場合は氏名および
国籍）や感染拡大の防止に資する情報が公表されることがあ
ります。外国人の場合は出入国管理法に基づく在留資格取消
手続きおよび退去強制手続きの対象となることがあります。

日本に入国する皆様へ
（入国後のアプリの利用について）

(2021.3.16)
厚生労働省・検疫所

また、これらの確実な実施のため、以下のアプリ等を利用
してください。

① OSSMA（位置情報確認アプリ）の利用 ２ページ

② Skype（ビデオ通話アプリ）の利用 ３ページ

③ 位置情報記録の設定・保存 ６ページ

④ メール等による健康フォローアップの回答 ８ページ

⑤ COCOA（接触確認アプリ）の利用 10ページ

入国後14日間は、入国時に提出いただいた誓約書に基づき、
以下のことを守ってください。詳しくは11ページの誓約書をご確認ください。

１．自宅や宿泊施設で待機し、他者との接触を行わないでください。

２．毎日健康状態の報告をしてください。

３．位置情報確認アプリと接触確認アプリを利用してください。

４．保健所等からの指示があった場合は、その指示に従ってください。

５．感染防止の観点から、
①マスクの着用 ②手指消毒の徹底 ③３密（密閉・密集・密接）の回避
に努めてください。
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3) 報告が完了すると「今ここ！」の下には最後に報告した日時が表示されま
す。

※ 「今ここ！」をタップした後、「キャンセル」が表示されている間は
タップすると送信が中止されます。

また、画面下に表示される以下のようなアイコンは居所報告の機能とし
て使用ができませんので、タップしないようにしてください。

※ ログインできない場合は、入国者健康確認センターにご連絡くだ
さい。

電話：03-6757-1038
メール：followup@emergency.co.jp
（毎日9：00～18：00対応）

入国後14日間の宿泊場所または自宅での待機期間中毎日、入国者健康確認センターがあなた
の所在確認を行います。

このアプリは、入国者健康確認センターからの照会に応じ、あなたの現在の位置情報を報告し
ていただくためのものです。
入国健康確認センターからの照会（位置情報を求める通知）は、入国後14日間毎日届きます

が、時間帯は一定ではありません。通知が届いたらすみやかに位置情報の報告をお願いします。

①OSSMA（位置情報確認アプリ）の利用

＜OSSMAご利用の注意事項＞

このアプリは、入国後、入国者健康確認センターからご利用案内
をメールでお送りした後でご利用可能になります。

ご利用案内をお送りするまではログイン・利用はできません。
ご利用案内のメールはfollowup@emergency.co.jpから届きます。
初回ログイン時、「OSSMAアプリ利用規約」に同意いただく必要

があります。

1) ご利用開始後に、入国者健康確認センターから、あなたの現在の位置情報
を求める通知が届きます。

※ このとき左図のように「安否をお知ら
せください」とポップアップが表示され
ますが、これはアプリ上の表現です。実
際にご報告いただくのは安否ではなく位
置情報のみです（文言の改修中です）。

位置情報報告の手順

2) 内容を確認したら「今ここ！」のマークをタップしてください。タップす
るとご自身の現在地がアプリサーバへ送信され、位置情報が報告できます。
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入国後14日間は、あなたの所在確認を行うため、入国者健康確認センターの担当者からビデ
オ通話によりご連絡することがあります。

＜Skypeご利用の注意事項＞

①所在確認の連絡は、「入国者健康確認センター」から発信します。
（通知に当センターの名称が表示されます)
着信した場合は、カメラをオンにして応答してください。

②「入国者健康確認センター」は、発信専用のアカウントです。
皆さまから発信しても応答することができません。
「入国者健康確認センター」からの着信に応答することができなかった場合は、
時間を改めて再度ご連絡しますので、それまでお待ちください。

③「入国者健康確認センター」はチャット対応ができません。
チャットをお送りいただいても、返信することができません。

④ご申告のメールアドレスでアカウントが見つからない場合は、メールまたは
お電話によりご連絡します。

②Skype（ビデオ通話アプリ）の利用
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ここをタップ

1) 通知の「✓」をタップ。 2) ビデオアイコンをタップ。

ここをタップ

2) ビデオ通話開始。1) ビデオアイコン をタップ。

②Skype（ビデオ通話アプリ）の利用
画面ロック解除中の応答手順

着信すると下記のような通知が出るので、「応答」や「ビデオ」などをタップして応答して
ください。

※機種によって多少異なります。アプリは起動していなくても問題ありません。
※応答する際は、「ビデオ」や をタップしてください。

通知エリアに、「入国者健康確認センター」と当センターの名称が表示されます。

iPhoneの通話手順

Androidの通話手順

※自動でスピーカーやビデオがオンにならない場合は、手動でオンにしてください。

：スピーカーオン

：ビデオオン
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※自動でスピーカーやビデオがオンにならない場合は、手動でオンにしてください。

：スピーカーオン

：ビデオオン

②Skype（ビデオ通話アプリ）の利用
画面ロック中の応答手順

着信すると下記のような通知が出るので、「応答」や「ビデオ」などをタップして応答して
ください。

※機種によって多少異なります。
※応答する際は、「ビデオ」や をタップしてください。

ロック画面に、「入国者健康確認センター」と当センターの名称が表示されます。

iPhoneの通話手順

Androidの通話手順

2) ビデオをタップ。1) 「スライドで応答」。

2) ビデオ通話開始。1) ビデオアイコン をタップ。

3) 画面ロックを解除。

4) 通話開始。
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入国後14日間は、お持ちのスマートフォンのGPS設定および以下の設定をオンにし、位置情
報を保存してください。この期間中にあなたが陽性となった場合等に保存された位置情報を保健
所などに提示するために必要な設定です。保健所等からデータの提示を求められた場合には応じ
てください。

③位置情報記録の設定・保存

STEP1
Androidスマートフォンまたはタ

ブレットで、「Googleマップア

プリ」を開く。

STEP2

「プロフィール写真」または

「イニシャルアカウントサーク

ルアイコン」をタップ。

STEP3

「タイムライン」アイコンを

タップ。

STEP4

その他アイコンをタップし、

「設定とプライバシー」をタッ

プ。

STEP5

「位置情報がオン」、「ロケー

ション履歴がオン」になってい

ることを確認。オンになってい

ない場合はONにする。

STEP6

「ロケーション履歴がオン」を

タップし、「このアカウントに

関連づけられているデバイス」

にチェックが入っていることを

確認。

※電波の状況等により、位置情報の精度等に影響が出る場合があります。 6
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入国後14日以内に、あなたが陽性となった場合などに、保存された位置情報を保健所などに
提示いただくために必要な設定です。

③位置情報記録の設定・保存

STEP1
ホーム画面で「設定」をタップ。

STEP2
「設定」画面から「プライバ

シー」をタップ。

STEP3
「位置情報サービス」をタップ。

STEP4
「システムサービス」をタップ。

STEP5
「使用頻度の高い場所」の設定
がオンになっているかを確認。

参考
「位置情報サービスとプライバ
シーについて」

※電波の状況等により、位置情報の精度等に影響が出る場合があります。
※利用頻度の高い場所は、Appleが読み取ることはできません。詳しくは、「利用頻度の高い場所」

設定画面に記載の「位置情報サービスとプライバシーについて」をご覧ください。 7
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※ 毎日の健康状態の確認でお伺いするのは基本的に以下の内容です。

・37.5℃以上の発熱の有無

・せき、のどの痛み、強いだるさ等の有無

クレジットカード番号や金銭の授受に関する質問は一切行いません。
厚生労働省を装った詐欺にご注意ください。

３．メールアドレスがなく、LINE同意もない場合

■お電話等によりご連絡し、健康状態の確認をさせていただきます。

１．メールによる健康状態の確認

■毎日朝11時以降、メールが届きます。
メールに記載されたURLをクリックして、表示されたwebページから
回答の送信をお願いします。
毎日14時までに回答いただくようお願いします。

■メールはhealthcondition@followup.mhlw.go.jpから届きます。
お使いのメールアプリの設定等により、受信できるドメインを制限されてい
る場合は、@followup.mhlw.go.jpからのメールを受信できるよう、設定の
変更をお願いします。

④健康フォローアップの回答

新型コロナウイルス感染症が発生している中、皆さまが安全、安心にお過ごしいただけるよ
う、海外から帰国・入国された皆さまに、帰国・入国後14日間、お住まいの自治体の保健所等
からメールや電話等による連絡を行い、皆さまの健康状態を確認しております。

健康状態の確認のためのご連絡は、質問票や誓約書に記載いただいたメールアドレス・電話
番号をもとに、１～３のいずれかの方法で行います。

２．LINEを活用した健康状態の確認

■質問票において、LINEによるフォローアップに同意いただいている場合は、
LINE（アプリまたは自動音声によるお電話）によりご連絡します。
詳しくは、次ページをご確認ください。
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通知を読み
「次へ」を押す。

LINEからSMSで
認証番号が届く。

認証番号を入力し、
「次へ」を押す。

2) 「LINE」公式アカウントから、
「厚生労働省 帰国者フォロー
アップ窓口」からメッセージが
届いた旨の通知が届きます。

LINEアプリをお持ちでない方には、自動音声によるお電話で、健
康状態をお伺いします。

毎日朝11時以降、050-3132-0005または050-3132-0004か
らお電話いたしますので、回答をお願いします。

参考）LINE通知メッセージを受信する方法▶

https://guide.line.me/ja/services/notification-message.html

④健康フォローアップの回答
LINEによるフォローアップに同意いただいている場合

LINEアプリをお持ちの方には、「厚生労働省 帰国者フォローアップ窓口」のアカウントより、
健康状態の確認メッセージをお送りします。

1）入国後、LINE公式アカウントから、SMS認証を求める通知が届きますので、SMS認証を行ってく
ださい。

※ SMS認証を行っていただいていない場合や、メッセージ配信ができない場合は、自動音声による
お電話での連絡に切り替わります。

LINEによる回答手順

「SMSを送信する」
を押す。

LINE公式アカウントから
通知が届く。

3) 「厚生労働省 帰国者フォロー
アップ窓口」からの通知をご確
認いただき、毎日の健康状態に
ついて回答をお願いします。

※「厚生労働省帰国者フォローアップ窓口」をお友だち
登録していただくようお願いします。
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⑤COCOA（接触確認アプリ）の利用

新型コロナウイルス接触確認アプリ（COVID-19 Contact Confirming Application）は、
あなたが新型コロナウイルス感染症の感染者と接触した可能性について通知を受け取ることがで
きるアプリです。

＜COCOAご利用の注意事項＞

このアプリは、利用者ご本人の同意を前提に、スマートフォンの
近接通信機能（Bluetooth）を利用して、お互いに分からないようプ
ライバシーを確保して、新型コロナウイルス感染症の陽性者と接触
した可能性について、通知を受けることができるアプリです。

利用者は、陽性者と接触した可能性が分かることで、検査の受診
など保健所のサポートを早く受けることができます。

日本入国後、利用規約・プライバシーポリシーをご確認の上、利用を開始してください。

※ アプリの設定後は、アプリを起動したままにしておく必要はありません。
入国後14日間は、お使いのスマートフォンを常に携行し、接触通知機能とBluetooth機

能をオンにした状態としてください。

※ 海外の同様のアプリをすでにご利用の場合は、接触通知機能を使用するアプリを日本の接
触確認アプリ（COOCA）に設定してください。アプリを起動した際に「接触通知に使うア
プリの切り替え画面」が出ない場合には、以下のとおり設定してください。
iPhoneの場合
【OS設定→接触通知→使用する国/地域→「厚生労働省 日本」→使用する国/地域として設定】
Androidの場合

【設定→Google→COVID-19接触通知システム→ →アプリを開く→アプリ内で設定変更】
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利用方法等の詳しい情報はこちらをご確認ください。
■COCOAに関する情報
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html

■よくある質問
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid
19_qa_kanrenkigyou_00009.html



（参考）入国時に提出いただいた誓約書
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入国後14日間の自宅等での待機や、アプリの利用等について、誓
約に違反した場合は、氏名（外国人の場合は氏名および国籍）や感
染拡大の防止に資する情報が公表されることがあります。

外国人の場合は出入国管理法に基づく在留資格取消手続きおよび
退去強制手続きの対象となることがあります。

これらは、あなたの健康を守り、新型コロナウイルス感染症の拡大を
防止するために必要な事項です。

ご理解・ご協力をお願いいたします。
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